
令和２年度 第１回 北区入札監視委員会 議事概要 
 
開催日時 令和２年７月１７日（金）午後２時～３時３０分 

開催場所 北区役所 第一庁舎３階 庁議室 

出席委員 沼田 良委員長、高橋 達朗委員、大竹 雅訓委員 

事務局 総務部長、契約管財課長、契約係長、契約係主査 

議事概要 

開会 
 １．開会 
 ２．総務部長挨拶 
 ３．議事 

（１）委員委嘱について 
（２）委員長の互選について 
（３）令和元年度下半期 契約締結状況について 
（４）令和元年度下半期  審議案件について 
①希望制指名競争入札（２件） 

 ②指名競争入札（２件） 
③随意契約（特命随意契約）（３件） 

 ４．その他 
閉会 

審議の対

象とした

期間 

令和元年１０月１日～令和２年３月３１日 
４９２件（内訳：制限付一般競争入札１０件、総合評価方式入札 
４件、希望制指名競争入札１７６件、指名競争入札８０件、随意契

約２２２件） 

報告資料 

１．入札契約方式別発注総括表 
２．入札契約方式別抽出案件一覧 
３．各審議案件資料 
４．審議案件補足資料、その他資料 

審議案件 合計 ７件 
「入札契約方式別抽出案件一覧」のとおり 

主な 
意見・ 
質問・ 
回答等 

別紙のとおり 

備 考  

 



令和２年度 第１回 北区入札監視委員会 議事概要 別紙 
 
１．令和元年度下半期 契約締結状況について 

  事務局が令和元年度下半期の契約締結状況を報告。 
平均落札率は 91.8％であった。 

 
２．令和元年度下半期 審議案件７件について 
事務局が資料「入札契約方式別抽出案件一覧」、「審議案件資料」を報告し、

質疑を行った。 
（１）希望制指名競争入札（２件） 
①「北区役所第一庁舎非常用発電設備整備工事」 
②「王子第五小学校校庭改修工事」 

委員の主な意見・質問等 区の主な回答等 

①について 

・1者落札他全者辞退または不参加で、

結果として 1者入札となっている。１

者入札は競争性がなく、落札率も高い

傾向がある。６者中４者が「技術者の

配置が困難である」としている辞退理

由を見て、どうすれば解消できるか、

対策はあるのか。今までにも問題とな

っているが、区としての対応は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「技術者の配置が困難である」という

辞退理由について、指名業者数を増や

すなどの対応はできないのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②について 

・業者の指名数について。基準による

と、予定価格が２，０００万円を超え

 

・毎年１回、業者との意見交換の場が

あり、その機会を利用して意見徴取し

ている。また、辞退理由をできるだけ

具体的に記載してもらうことについて

伝えている。 

・申込から入札までの期間に業者が東

京都や他の案件を受注することもあ

る。そのため、できる限りその期間を

短縮し、そのような事態の抑制に努め

ながら、入札を行っている。 

また、業者は複数案件に希望を出し、

落札できたところから技術者を配置し

ていくこととなり、それによって他の

希望していた案件に応じられなくなる

ということは生じる。 

 

・「技術者の配置が困難である」などの

理由については、業者は複数案件につ

いて申込して落札できたものから体制

を整えていくため、どうしても起きて

しまう現象である。申込から入札まで

の期間を可能な限り短縮したいところ

であるが、手続きや見積期間など法令

で定められている部分もあり、容易で

はない。指名業者数については、区内

事業者の数も限られるため、増やして

も大きな効果を期待することは困難と

思われる。業者を幅広くとれるものに

ついては数を増やすことも考えるな

ど、区としても解消に努めていきたい。 

 

 

・本件は、台風１９号の後に一般土木

工事の業種で選定を行った案件であ



ているため８者程度の指名が必要であ

るはずだが、６者希望・６者指名にて

希望制競争入札となっている。業者の

選定理由として台風１９号の影響など

を挙げているが、やむを得ないという

判断をしたのか。また、そのような対

応をする根拠はあるのか。 

 

 

 

 

 

る。対象業種の業者の多くは、台風の

影響に対する緊急の対応や、それによ

り既に施工中の工事との調整をしてい

る状況等が考えられた。限られた業者

数の中では、希望した業者以外を任意

で指名しても対応できる状況ではない

と判断した。 

 指名業者数については、基準の中で

予定価格により定めているが、それに

よりがたい場合は入札等審査委員会で

協議して定めることとしており、審査

委員会にて協議した結果、認められた。 

 

 

（２）指名競争入札（２件） 

  ③「指定喫煙場所パーテーション等設置委託」 

  ④「NTC 周辺道路バリアフリー化整備工事（Ⅱ期）」 

委員の主な意見・質問等 区の主な回答等 

③について 

・この案件も①同様、１者落札他全者

辞退または不参加であり、結果として

1 者入札となっている。業者の辞退理

由に「仕様に対応できない項目が含ま

れる」「期限内の履行が困難」といった

ものがあることから、業者の事情だけ

ではなく、仕様などにも問題があるよ

うに思われる。区としてどのような対

策をとればこういった現象が避けられ

ると考えるか。 

 

 

 

 

 

 

・結果として 1 者入札となったことに

加え、落札率が 100％である。区とし

て、このようなことを解消する努力が

必要ではないかと考える。 

 

 

・本件が工事ではなく委託なのはなぜ

か。 

 

 

 

 

 

 

・本件は喫煙所のパーテーションを設

置するものである。本件では設置場所

が橋の上等基礎の打てない特殊な場所

であったため、基礎を打たずにできる、

安全性を考慮した設置方法の検討に時

間を要した。また、検討した方法で履

行可能な業者の情報収集などにも時間

を要し、その結果履行期間の設定が厳

しいものになってしまった。仕様の内

容については、事故防止のため、厚み、

重さ等を計算した材質を求めてはいる

が、特殊な材質や技術などを求めてい

るものではない。また、複数業者で対

応可能という情報も得ていたところで

ある。 

 

・区としても制度の改善等を検討して

いるところではある。本件については、

所管課と仕様内容について改善をはか

りながら入札に至ったが、このような

結果となってしまった。 

 

・本件はパーテーションの作成・設置

のみで、掘削などの工事が発生しない

ためである。工事として出すことも可

能ではあるが、工事とした場合単価が

高くなり、予定価格が高騰するため、

総合的に判断し、物品委託での扱いと

した。 



④について 

・この案件は、一度入札を中止してい

るとある。これについて詳しく説明し

ていただきたい。 

 

 

 

 

・本件については、業者への通知後、

仕様の中の数量の積算単位に誤りが認

められたため、入札をいったん中止と

したものである。正しく計算し直した

うえで、再度入札にかけた。 

 

 

 

 

（３）随意契約（特命随意契約）（３件） 

⑤「個人住民税システムの令和２年度税制改正対応委託」 

⑥「ハンガリーフェア運営実施委託」 

⑦「学校給食費保護者負担軽減策に係る教育系システム改修業務委託」 

委員の主な意見・質問等 区の主な回答等 

⑥について 

・契約金額の妥当性を確認するにあた

り、複数者からの見積もりを徴収して

いない。他の業者にもハンガリーとの

関係があるところもあるのではない

か。 

 

 

 

 

 

 

 

・ハンガリーフェアの結果はどうだっ

たのか。 

 

 

 

⑤及び⑦について 

・⑤は税の徴収、⑦はサービスの提供

という、自治体財政の入力と出力の両

方にシステムが使用されており、その

改修にコストがかかっているという

ところに関心を持った。 

 ⑤の税のシステム改修については、

システムの導入が平成１８年と記載

されており、１０年以上前に決めた業

者のものを現在も使用していること

になるが、そこに問題はなかったのか

疑問である。 

⑦の学校給食の負担軽減策につい

ては、負担軽減に充てる費用のほかに

システム改修にも費用がかかってい

 

・今回のオリンピック開催にあたり、

各自治体が事前キャンプの誘致活動

を実施した。ハンガリーのオリンピッ

ク協会や柔道連盟が事前キャンプ地

の候補に北区の体育館が適地である

として、北区と協定を結ぶこととなっ

た。本件の業者は、ハンガリーのスポ

ーツ競技団体が今回のオリンピック

において日本で活動するうえでのサ

ポートを行っており、他の業者では対

応ができないということであった。 

 

・大変好評だったと聞いている。ホー

ムページでも公開されているが、フェ

ア当日は約１２００名の来場があっ

たとのことである。 

 

 

・システムの調達・運用コストは大き

く、区としても長らく課題となってい

る。⑦の給食費については区独自の事

業であるため改修は特注となってし

まうが、⑤の税のシステムについては

特注の必要性は少ない。コストを抑え

るべく、特注とする部分をできる限り

少なくし、パッケージシステムに合わ

せ業務を見直していくことも必要で

あると考えている。金額の妥当性につ

いては、情報量が圧倒的に相手優位に

なってしまうところがあるため、難し

い部分であると認識している。 

 



ることを知り驚いた。手作業で処理を

行えば、もっと多くの子どもが恩恵を

受けられたのではないかと考えてし

まう。海外では、社会保障制度の運用

にあたって手作業で事務処理を行い、

システムを使用しない国もある。日本

では制度運用のために徴収した費用

の多くをシステムに使用していると

いう実態がある。 

経済学でいう「ロックイン効果」と

いって、一度システムを導入すると、

入れ替えにはコストが多くかかるた

め、入れ替えせず使い続けることにな

る。使い続けていくと改修等の費用が

徐々に膨らんでいき、本来充てるべき

部分への費用がその分減ってしまう

ということが言える。このような現象

は様々な分野で起こっている。今後、

この点を改善していく必要があると

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

審 議 結 果 

・入札について、概ね適切に執行されていると認められる。 

 

・１者入札、他は辞退または不参加であり、結果として 1 者入札となっている

案件が散見される。業者側の辞退理由の記載徹底協力を促すだけではなく、区

としても辞退理由等を分析し対応策を行うことで、より適正化に努め、競争性

の見える化が望ましい。 

 

・システム導入における「ロックイン効果」について、解消に向けて北区とし

て今後何ができるか検討してほしい。また、情報連携など区民への利便性も考

慮し、デジタル社会にふさわしいシステムの構築につながるものとなるように

していただきたい。 

 

・特命随意契約の金額妥当性確認書については、当委員会での指摘から実現さ

れ、活用されているようである。今後もこのような姿勢を続けていただきたい。 

 


